
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 
面積の単位（㎠、㎡、㎢）について知る。正方形及び長方形の面積の計算による求め方
について理解する。 
面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積の求め方を考えるとともに、面
積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察する。 
面積の大きさを数値化して表すことのよさに気付き、進んで正方形や長方形の面積の公
式を見いだしたり、公式を活用したりしようとする。 学びに向かう力、 

人間性等 

中学校保健体育科     

 正方形や長方形といった図形の面積について単位と測定の意味を理解し、面積の単位や図形を構成する要素に着  目して面積の求め方について考え、それらを用いることができるようにする単元である。 

本単元の流れ 児童の学びの姿         

 面積［第４学年］  

小学校算数科     

  
 全10時間 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○問題提示を工夫し、広さの表し  方や求め方に対する問いを引き  出し、学習への興味・関心がも  てるようにする。  
○広さの表し方や求め方を図や式  を用いて伝え合わせ、考察を深  めたり表現を洗練したりできる  ようにする。 ○図形の特徴に着目させ、広さの  表し方や求め方を根拠を基に筋  道を立てて考えさせたり、統合  的・発展的に考察させたりする。 

単元の課題をつかむ   
正方形や長方形の面積の
求め方を考察する 
大きな面積の表し方を考
察する  ◎大きな面積の表し方を考える。  ・長さの単位が㎞のときの面積の表し方を考えてみたいな。  ・１㎡よりもっと大きな単位があることが分かったよ。  

１ 単元の概要 

３ 単元のデザイン 

  

 ◎花壇の広さ比べから、単元の課題をつかむ。  ・花壇の広さはどうやって比べたらよいのかな。  ・広さの表し方や求め方を調べていきたいな。 

 ◎正方形や長方形の面積の求め方を考える。 

 ・縦、横の辺の長さから面積を計算で求めたよ。   

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

  「日常の事象から見いだした問題を解決する活動」
「算数の学習場面から見いだした問題を解決する活
動」といった数学的活動を充実させ、数学的に考え
る資質・能力を育みましょう。 事象を数量や図形及びそれらの関係等に着目して捉

える「見方」と、根拠を基に筋道を立てて考え、統
合的・発展的に考える「考え方」を働かせながら、
より質の高い学びにつなげましょう。 
授業実践事例 

知識及び 

技能 

思考力、判断力、 

表現力等 

学びに向かう力、 

人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
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複合図形の面積の求め方
を考察する  ◎複合図形の面積の求め方を考える。   ・面積の公式が使えるように形を工夫したよ。  

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ                                 

 複合図形を長方形や正方形に分けたり、大きな長方形と見たりするこ  とで、既習の面積の公式を活用して面積を求めることができる。  第４時／全10時 

本時のめあて
をつかむ 

Ｌ字型図形の
面積の求め方
を考える 

◎何をどのように学んだのかを 

 自分なりに整理する。 

・どんな図形でも公式が使える  習った長方形や正方形に形を  直すと面積が求められること  が分かったよ。 
・次は、階段のようなもっと複  雑な形の面積の求め方を考え  てみたいな。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 

公式がすぐに
使えない図形
の面積の求め
方を考えよう 

まとめ 

公式が使える
習った形に直
せば、面積は
求められる 

◎Ｌ字型図形を観察し、問いや 

 面積の求め方の見通しをもつ。 

・長方形や正方形の面積の公式  がすぐに使えない形だな。 
・どんな形にすると面積の公式  が使えるのかな。 
・長方形になるように形を直し  てみよう。 

◎凸字型図形で考えのよさを確 

 かめ、それぞれの考えを関連 

 付けながら考察を深める。 
・他の図形でも、分けたり、つ  ぎ足したりする考えが使える  ことが分かったよ。 

             Ｌ字型図形の一部       から段階的に提示  し、図形の特徴を捉えさせる。 

      全体で求め方を伝       え合わせ、図を基  に式の意味を捉えさせる。 

○方眼に図形を記したカードを  配付し、求め方を表現させる。 

      多様な求め方のよ       さや共通点を探ら  せ、どの考えも既習の求積可  能な図形に帰着できることに  気付かせ、考えを統合させる。 

振り返りをす
る 

学習内容をま
とめる 

◎Ｌ字型図形を分けたり補完し  

 たりする等、面積の求め方を 

 考える。 

・二つの長方形に分けてみよう。 
・正方形と長方形にも分けられ  そうだ。 
・小さい長方形をつぎ足して、  大きな長方形から、差し引い  てみよう。 
◎求め方を発表し、考察したり 

 表現を洗練したりする。 

・このままの形では面積が求め  られないので、公式が使える  ように二つの長方形に分けて  計算で面積を求めたよ。 
Ｌ字型図形の
面積の求め方
を話し合う 
多様な求め方
のよさを確か
める 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

児童の学びの姿 教師の手だて 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 

    問題提示の仕方を工   夫したり、既習事項  と関連付けたりして  児童の問いを引き出  し、方法や結果の見  通しをもたせるよう  にしましょう。 
     図、数、式等の数学   的な表現を用いて、   考えを表現したり、  考えたことや工夫し  たことを伝え合って  共有・吟味したり、  表現をより簡潔、明  瞭、的確になるよう  に洗練したりしまし  ょう。 
    複数の考えを一つの   観点から束ねて統合  したり、考察範囲を  広げながら発展的に  考えたりする等、数   量や図形を統合的・  発展的に考察させ、  学びを深めさせまし  ょう。 

問いや見通しを 

もたせる 

数学的に 

表現し伝え合う 

統合的・発展的に
考察する 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり   の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校数学科     
授業づくりの視点 

数量の関係に着目する「見方」と、表、式、グラフ
等を活用し、既習の知識、技能と関連付けながら論
理的に考える「考え方」を働かせながら、より質の
高い学びにつなげましょう。 「日常の事象を対象とした問題解決の活動」「表、

式、グラフ等、数学的な表現を用いて説明し伝え合
う活動」といった数学的活動を充実させ、数学的に
考える資質・能力を育みましょう。 

授業実践事例 

１ 単元の概要  変化と対応［第１学年］   小学校算数の学習内容を踏まえ、変域を負の数まで拡張し、数量の変化や対応に着目して見いだした関数関係  の特徴を表、式、グラフ等に表したり、関数関係を根拠に論理的に説明したりする力を養う単元である。 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

知識及び 

技能 

関数関係の意味、比例や反比例の意味、座標の意味について理解する。比例や反比例の
関係を表、式、グラフ等に表す。 

思考力、判断力、 

表現力等 

伴って変わる二つの数量について、表、式、グラフ等を用いて調べ、それらの変化や対
応の特徴を見いだす。具体的な事象を比例、反比例を用いて捉え表現する。 

学びに向かう力、 

人間性等 

比例や反比例と捉えることで問題解決できるよさに気付き、比例や反比例の関係を利用
して大量にあるものの個数を求めたり、視力検査の仕組みを説明したりしようとする。 

３ 単元のデザイン  全18時間 

本単元の流れ 生徒の学びの姿 

関数関係を理解し、単元
の見通しをもつ  ◎伴って変わる二つの数量の関係について調べる。 

・小学校で習った比例や反比例と何が違うのかな。 
・一方が決まったらもう一方も決まるという関係が関数だと分かった。 

比例の関係を調べる   
反比例の関係を調べる   

◎比例の関係を表、式、グラフ等で捉える。 

・比例の関係はｙ＝ａｘという式で表されるということが分かった。 
・グラフは原点を通る直線になるんだな。 
◎反比例の関係を表、式、グラフ等で捉える。 

・反比例の関係はｙ＝ａ／ｘという式で表されるということが分かった。 
・グラフは双曲線というなめらかな曲線になるんだな。 

比例や反比例の関係を利
用して、身の回りの問題
を解決する ◎比例や反比例の関係を利用して、身の回りの問題を解決する。 

・比例の関係を利用すると、自分の待ち時間を予測できた。 
・視力検査に使う図に反比例の関係が使われていると知って驚いた。 本時 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○具体的な場面から課題を設定す
ることで問いを引き出し、解決
に向けて見通しをもって粘り強
く取り組めるようにする。 

◯単元を振り返り、関数の考えの
よさを実感できるようにする。 

主体的な学び 

○表、式、グラフ等、数学的な表
現を用いて説明し合うことで異
なる考えに気付いたり、考えの
共通点を話し合うことで表、式、
グラフを相互に関連付けて理解
したりできるようにする。 

対話的な学び 

○数量の関係に着目し、表、式、
グラフ等を用いて特徴を捉え、
比例や反比例の関係を見いだし
たり、その特徴を利用して未知
の状況を予測したりできるよう
にする。 

深い学び 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



４ 本時の展開  第16時／全18時 

本時のねらい 
ジェットコースターの待ち時間と乗った人数の関係を比例とみなし、
比例の考えを基に乗るまでの時間を予測することができる。 

本時の流れ 生徒の学びの姿 教師の手だて 

問題場面を知
り、本時のめ
あてをつかむ 
めあて 

ジェットコー
スターに乗る
までの待ち時
間を、数学を
使って予測し
よう 
表やグラフを
用いて関係を
調べる    
比例の関係で
あるとみなし
てよいか判断
し、その根拠
を数学的な表
現を使って説
明する    
比例の考えを
基に、待ち時
間を予測する 
学習内容をま
とめる 
まとめ 

二つの数量の
関係を比例と
みなすことで、
比例の関係を
用いて未知の
状況を予測で
きる 
振り返りをす
る 

◎問題場面から問いや、解決へ
の見通しをもつ。 

・自分は何時間待ったら乗れる
のだろう。 

・比例の関係であるといえるの
なら、自分の待ち時間が予測
できそうだ。     
◎待ち時間と乗った人数の関係
が比例かどうか調べる。 

・表から比例の特徴があるかど
うか調べてみよう。 

・グラフに表してみよう。 
 

◎比例の関係であるとみなして
よいか話し合う。 

・待ち時間が２倍、３倍になる
と乗った人数もだいたい２倍、
３倍になっているから比例だ
とみなしてよい。 

・グラフの点はだいたい原点を
通る一直線上に並んでいるか
ら比例だとみなしてよい。  
◎自分の待ち時間を予測する。 

・待ち時間と乗った人数の関係
を式で表し、並んでいる人数
を代入すれば自分の待ち時間
が分かる。 

・自分の待ち時間をｘ分として、
時間と人数についての比例式
を解けばよい。       
◎身の回りの問題には比例とみ
なすことで解決できることが
あることに気付く。 

・現実では、誤差やばらつきが
あっても比例の考えが使える
ことが分かった。 

      長い行列に並んだ       経験を想起させた
上で問題文を示し、ジェット
コースターに乗るまでの時間
を予測できるかと問うことで、
生徒に問いをもたせ、めあて
をつかみやすくする。     

○変化の様子に着目させ、既習
の比例の特徴を有しているか
どうかを表やグラフで判断で
きることに気付かせる。         表やグラフから捉       えた特徴を根拠に
自分の考えを説明し合い、待
ち時間と乗った人数の関係が
比例の関係で  あるとみなし  てよいか判断  する活動を設  定する。  

○式に表して並んでいる人数を
代入したり、並んでいる人数
に対応するグラフの座標を読
み取ったりして予測するよう
伝える。                誤差やばらつきが       あっても、比例の
関係であるとみなすことで、
未知の状況を予測できたこと
を確認して、関数が身の回り
の問題の解決に利用されてい
ることに気付かせる。 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

 

 

 

具体的な場面を設定
したり、既習事項と
の関連を示したりし
て、生徒の問いを引
き出し、課題解決に
向けた見通しをもた
せるような導入を工
夫しましょう。 

   
板書を基に学習過程
と結果を確認し、本
時で何をどのように
学んだのかを自分の
言葉でまとめられる
ようにして、生徒が
学びの手応えを実感
できるような振り返
りの活動を工夫しま
しょう。 

〔比例式を使った解き方の例〕 

問いや見通しを 

もたせる 

   
表、式、グラフ等、
数学的な表現を用い
て自分の考えを説明
したり、友達の考え
と比較したりして、
新たな考えを見いだ
したり、表現を洗練
したりできるような
話し合い活動を設定
しましょう。 

数学的な表現を 

用いた話し合い 

学びの手応えを 

実感させる 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり   の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 


